



















従前の 2 領域体制から 3 領域体制に変更された。受講者はより実態に合う講習が受けられ
るとともに，現代的な教育課題についても受講が可能となった。外国語教育関連では選択
必修領域に，英語教育と国際理解および異文化理解教育が位置付けられたと考えられる。 











（2014）年度で，以後毎年 1 回，1 講習を担当し，現在 3 回を終えたところである。担当
した当初より配慮したのは，受講者に座学だけではない講習を提供することである。その







 過去 3 年分の講習期日などは表１の通りである。初回の平成 26（2014）年度は，既に 8
月 1 週目に他の講習予定があったため，9 月実施になった。募集人数 30 人に対して，受講
人数は 14 人だった。平成 27（2015）年度は，現職教諭の都合を最優先する形で長期休暇
中とした。募集人数 30 人が最適かどうかについて確たる根拠はなかったが，大学の授業
で同内容の授業を経験したことから可能と判断した。しかし，この年は早々に募集人数に
達したために（その後，辞退者あり），平成 28（2016）年度は 10 名増の 40 人を募集した。
実際の教育現場を想定すれば 1 クラス 40 人は妥当であり，受講者が学習者の立場で「授
業」を経験するのには理想的な規模となった。ただしこの規模で理論編（講義）と実践編
（グループ活動）を同時にこなせる教室が限定されたため，3 年間続けて R 棟 6 階のカー
ペット敷き教室を使用した。 
 
表 1 担当した講習 
期日 時間数 募集人数 受講人数 
平成 26（2014）年 9 月 13 日（土） 6 30 14 
平成 27（2015）年 8 月  3 日（月） 6 30 29 
平成 28（2016）年 8 月 1 日（月） 6 40 35 
 
2.2. 講習内容 
















表 2 講習の流れ 






























 平成 26（2014）年度と平成 27（2015）年度は，実施された項目 5は全く同じである。
平成 28（2016）年度は従前からの設問 1～5 が評価 I，設問 6～9 が評価 II，そして設問





表 3  平成 26（2014）年度事後評価 
回答 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 設問 10
① 64.3% 100.0% 92.9% 92.9% 92.9% 85.7% 64.3% 78.6% 92.9% 100.0%
② 35.7% 0.0% 7.1% 7.1% 7.1% 14.3% 28.6% 21.4% 7.1% 0.0% 
③ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 
④ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
 
表 4 平成 27（2015）年度事後評価 
回答 設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5 設問 6 設問 7 設問 8 設問 9 問 10 
① 72.4% 93.1% 93.1% 86.2% 82.8% 93.1% 62.1% 82.8% 89.7% 89.7%
② 27.6% 6.9% 6.9% 13.8% 13.8% 3.4% 34.5% 13.8% 10.3% 10.3%
③ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.4% 3.4% 3.4% 0.0% 0.0% 
④ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 
 
表 5 平成 28（2016）年度事後評価 
回答 評価 I 評価 II 評価 III 
① 91.4% 80.0% 80.0% 
② 8.6% 20.0% 20.0% 
③ 0.0% 0.0% 0.0% 
④ 0.0% 0.0% 0.0% 
①よい ②だいたいよい ③あまり十分でない ④不十分 







次のような世界のリテラシー教育の動向も含めて紹介した。Content and Language 
Integrated Learning (CLIL)，Problem or Project-Based Learning (PBL)，Common 
European Framework of Reference (CEFR) for Languages, そして Common Core State 
Standards (CCSS)などである。 
最初の 2 年を比較すると，表 4 設問 1 の数値は 8.1 ポイント上昇したが，同，設問 7 は
2.2 ポイント下がった。同，設問 7，③の 3.4％をどう考えるべきか。これらの情報だけで
は判断ができないが，この百分率は受講者 1 人に相当すると思われる。表 3 設問 1 と 7 以
外の 8 つの設問では，①と回答したものが 78.6％以上であり概ね肯定的だった。ただし，










事後評価の記述部分には，3 年間分で合計 31 件のコメントがあった。加えて，講習 4
の振り返り時間に各受講生が記述したコメントが得られた。模造紙に書き込まれた記述の
うち読み取れなかった 4 件を除き，ほぼ全てに相当する 104 件を利用した。KH Coder7
により計量テキスト分析を試みた。この方法は筆者による恣意性を排し，個人が特定され
ない形で自由記述を分析するのには適していると判断したからである。総抽出語数は
4,143 語，単純集計で 237 文，1 コメント当たり平均 17 語程度の記述だった。表 6 は，頻
出した上位 150 語のうち 3 回以上出現した 108 語である。 
 







抽出語 回数 抽出語 回数 抽出語 回数 抽出語 回数 抽出語 回数
音読 44 意味 7 深まる 5 アイデア 3 人 3
思う 37 英文 7 相手 5 ジェスチャー 3 全体 3
生徒 34 学ぶ 7 他 5 セリフ 3 早速 3
劇 29 学習 7 伝わる 5 可能 3 題材 3
英語 23 経験 7 得る 5 学校 3 短い 3
授業 23 言語 7 読解 5 楽しみ 3 普段 3
理解 21 先生 7 能力 5 楽しめる 3 本文 3
良い 18 体験 7 ハードル 4 教える 3 抑揚 3
楽しい 16 難しい 7 演技 4 教材 3
グループ 14 必要 7 過程 4 言う 3
読む 14 評価 7 機会 4 個性 3
練習 14 勉強 7 気づく 4 効果 3
発表 13 気持ち 6 技能 4 行う 3
感じる 12 向上 6 見る 4 講習 3
考える 12 時間 6 工夫 4 合わせる 3
指導 12 実施 6 実際 4 今 3
自分 12 知る 6 実践 4 作成 3
深い 11 方法 6 取り組む 4 参考 3
内容 11 アプローチ 5 声 4 仕方 3
分かる 11 コミュニケーション 5 読み込む 4 持つ 3
活動 10 暗記 5 把握 4 自身 3
台本 10 違う 5 配役 4 実感 3
表現 10 解釈 5 発音 4 取り組める 3
取り入れる 9 教科書 5 文 4 助言 3
































































































2. 3 年間の受講者 78 名中の 65 名（83％）が現職教諭であった。 
3.「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」（文部科学省） 
4. 代表的な音読劇として Adams, W.のものを紹介した。しかし，本講習は Adams の理論
を厳密に応用することが目的ではなく，他の定義も紹介し共通的な部分を応用した。
Adams の定義は以下の通りである。 “Readers Theatre is a presentational 
performance based on principles and techniques of oral interpretation and 
conventional theatre to present all kinds of literary and non-literary material in a 
choice of staging styles to entertain, instruct, and persuade.”   
36
5. 平成 26（2014）年度，平成 27（2015）年度実施評価項目 
設問 1 学校現場が直面する諸状況や教員の課題意識を反映して行われた。 
設問 2 講習のねらいや到達目標が明確であり，講習内容はそれらに即したものであっ 
た。 
設問 3 受講生の学習意欲がわくような工夫をしていた。 
設問 4 適切な要約やポイントの指摘等がなされ，説明がわかりやすかった。 
設問 5 配布資料等使用した教材は適切であった。 
設問 6 教職生活を振り返るとともに，教職への意欲の再喚起，新たな気持ちでの取り 
組みへの契機となった。 
設問 7 教育を巡る様々な状況、幅広い視野，全国的な動向等を修得することができた。 
設問 8 各教育活動にかかる学問分野の最新の研究動向，これまでの研修等では得られ 
なかった理論・考え方・指導法や技術等を学ぶことができ，今後の教職生活の 
中での活用や自らの研修での継続した学習が見込まれる。 
設問 9 受講前よりも講習内容への興味が深まり，教員としての知識技能の厚みや多様 
さを増す一助となった。 
設問 10 講習の運営（受講者数、会場、連絡等）は適切であった。 
6．平成 28（2016）年度実施評価項目 








本稿は 2016 年度本学パッヘ研究奨励金 I-A-2 の助成を受けた研究成果の一部である。 
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